



















































































































































































































年 文庫数 年 文庫数 年 文庫数
1970 2 1982 24 1994 17
1971 3 1983 23 1995 16
1972 3 1984 23 1996 14
1973 7 1985 23 1997 9新文庫1
1974 10 1986 23 1998 9
1975 13 1987 19 1999 9新文庫1
1976 15 1988 18 2000 9
1977 17 1989 18 2001 9
1978 21 1990 17 2002 9
1979 24 1991 16 2003 8
1980 24 1992 16 2004 8
1981 24 1993 16 2005 8
2006 8
山梨における文庫活動（伊東）
や社会と関わりながら、「子どものしあわせ」を主体的に追求した楠の文
庫実践をたどる。
2．1すべての子どもに
楠は、1970年に子育て仲間数人と協力して青沼文庫の活動を開始した。
｢青沼」とは、楠と友人が住む地名である。当時、子どもたちを取り巻く
文化的環境は、大人が集まればテレビや雑誌の低俗さが話題になり、病院
の待合室に置かれる本の多くはマンガ本という状況であった。
『岩波子どもの本』や、1956年から創刊された福音館の『こどものとも』
を定期講読しながら、優れた絵本のすばらしさと、長女の絵本に驚喜する
姿に大きな喜びを経験していた楠は、この乏しい読書環境を危倶し、優れ
た絵本を置く必要性を感じた。
またその頃、高校生になった長女がかつて楽しく読んだ100冊ほどの
『こどものとも』がまだ読める状態で押入れにしまってあることに対し、
｢まだ読める、喜べる本をもっとみんなに知らせたい。多くの子のために
役立てられたら……」と考え始めるようになっていた。
「子どもに読ませたい本がたくさんある。一人でも多くの子に絵も文も
独創的で素晴らしい絵本に出会わせたい｡」そう考え続けていた楠と、1
冊の本の出会いが青沼文庫開設の直接のきっかけとなった。
それは、子育ての仲間と一緒に愛読していた『子どものしあわせ』（日
（20）
本子どもを守る会）に掲載された記事であった。そこには、家庭文庫の
個々の活動報告が紹介されていた。それらは楠と共通する志をもった人々
によって模索する様子が詳しく描かれていた。
こうして家庭文庫の活動の存在を知った楠は、「私にもできるかなあ……
私にもできそうだ」という気持ちで仲間にもちかけ、文庫開設の準備は始
まった。「頼りは『子どものしあわせ』の記事ひとつだった｣。
(必）
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「にぎやかな子どもの出入りを家族があまり好まないのではないか」と
いう心配から、開設場所は楠本人の自宅ではなく、200メートル程離れた
グループの仲間の自宅に決まった。8畳ほどの部屋に家にある書棚を2つ
持ち込み、そこに並べる本はグループのメンバーがそれぞれ自前を持ち寄っ
た。
昭和45(1970)年6月7日いよいよ開設の日、文庫に集まったのはメン
バーとその子ども、そして個々のメンバーが自分の近所で誘った親と子ど
も合わせて20人ほどであった。最初のうちは月に一回の貸出日を設定し、
貸出日には貸し出しの他、メンバーは交代で読み聞かせを行った。しだい
に口コミで利用者は増え、月一回の貸出日では利用者の要求に応えられな
いと感じた楠は､「覚悟を決め」たO開設場所となっているメンバーにこ
れまで以上の負担はかけられない。毎週1回の開設を可能にするには楠の
自宅へ文庫を移転するしかない｡
移転して毎週子どもたちが集まるようになった自宅の文庫では、たくさ
んの本の貸し出しや、読み聞かせが行われた。個人の読書カードは、字を
覚えたての子どもでもなるべく自分で記入できるよう、画用紙に大きな記
入欄を工夫した。活動が盛んになる中で、家族にできる限り迷惑がかから
ないように、文庫の大きなイベントの際は近所の神社の一間を借りて親子
読書や紙芝居の読み聞かせを行った。
喜んでやって来る子どもたちが増えるに連れ､:楠の内にはある使命感が
生まれ、しだいにそれは強くなっていった。それは「子どもの本、読書と
名のつく集まりにはどこへでも行ってやろう。何でも勉強しよう。一つ行
くことで次の情報が得られる。読み聞かせや体験談をきいて素晴らしいと
ころを学ぼう」という決意である。こうして楠は「子どもを守る文化会議
(日本子どもを守る会主催)」の読書分科会や「全国子どもの本と児童文化
講座（日本子どもの本研究会主催)｣、教職員の研究集会など､文庫活動推
(45）
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進のために必要と思われる研究会に精力的に参加することにした。
「どうしても参加してみたかった」という楠が小学生の長男を連れて臨
んだ「第3回全国子どもの本と児童文化講座」（19716年8月於・上田市
別所温泉）は、楠が文庫の世話人として、そして地域の子どもの文化活動
を支える一人として共に影響を与えうことになる一人の女性との出会いの
場となった。1971（昭和46）年8月10日に上田市民会館で開催されたこの
第3回子どもの本と児童文化講座は、「大人870名、子ども250名が参加し
（21）
た熱気にみちた全体会であった｣｡8月11,12日は別所温泉に会場を移し、
｢情報化時代における子どもの読書」のテーマのもと、分科会や親子読書
会が行われた。その頃わが国では、1967年に日本親子読書センターおよび、
日本子どもの本研究会が、1970年には親子読書地域文庫全国連絡会など、
全国的な文庫の連絡組織が発足し、集会や講座が催され、文庫関係者の交
流と情報交換の場が与えられ始めた。それまで個別に活動してきた文庫が
連絡組織を通じて結びつき、共に文庫のあり方を探るようになっていった。
文庫運動は徐々に図書館設置運動へと広がりを見せはじめる中、山梨県立
図書館員だった浅川玲子もこの大会に参加していた。浅川は、楠との出会
いを次のように回想する。
参加者名簿の中に甲府市に住む楠祐子さんの名前を見つけてびっく
りしました｡山梨からも同じ志を持った人が来ていたと、嬉しくてな
りませんでした。しかし、広い会場ではお会いすることができずに、
甲府に帰ってからお宅に電話をして、県立図書館のこども室に来てい
（2）
ただき、やっとお会いすることができました。
楠は浅川とのこの出会いで、「本のことだけでなく、文庫のことも
（23）
一生懸命考えている職員もいるのだと知り｣、心強さを感じた。以後
(46）
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二人は文庫活動を核に「甲府文庫連絡会」「子ども劇場」「甲府市の新
しい図書館を考える会」など次々に発足させ、県・市の子どもの文庫、
文化活動の発展を大きく強く支えていくことになる。
ところで、楠の文庫活動を始めるきっかけとなる「すべての子に、本の
楽しさを伝えたい」という意識はどのように培われたものであろうか。一
つには小学校時代（甲府市立新紺屋小）のおはなし上手な先生との出会い
や、語り部久留島武彦の来校による心躍る体験があった。しかし、それ以
上に楠の育った家庭にその根を見ることができる。それは父親の存在であ
る。
楠の幼少年期は、軍国主義に塗りつぶされた戦争の時代であった。自宅
に本を届けに来る御用聞きが出入りしたり、「お父さんは子どもの服がポ
（24）
ロでも平気だけど、本だけは買って来るんだよ」という楠の母親の言葉
からわかるように、教師であった父親は子どもの本に対して関心の高い人
物だった。この環境にあって楠は娯楽の少ない時代に、『講談社の偉人伝』、
『幼年倶楽部』、『少年倶楽部』、『少女倶楽部』などを楽しみとして、いと
ことの行き来の中で、『小学生全集』、『修養全集』、『講談全集』など、時
代が許す最大限の本と親しんだ。小学6年生だった頃、父親が『日本少国
民文庫』の定期講読を始めた。時局を反映した山中峯太郎や、佐藤紅録の
作品に引きずられている娘に対し、父親は「ファシズムが台頭する中で、
言論、出版統制が本格化する直前の、最後の良心的な出版として高く評価
（25）
され」た日本少国民文庫全16冊を我が子に買い求めた。その第1巻、ヒュー
マニズムを基調とした山本有三『心に太陽を持て』こそ熱心に読んだもの
の、以降あまり興味を示さない子どもたちに対し、父親は読み聞かせを敢
行した。現代でこそ、父親の読み聞かせの推進が叫ばれる世の中であるo
当時読み聞かせを行った父親に、子どもと良書との結びつきを願う愛情を
(47）
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はかり知ることができる。子どもだった楠はいつのまにか父の読み聞かせ
る作品の暖かさに包まれ、その世界に浸っていった。彼女はそれ以降、日
本少国民文庫を熱心に愛読するようになった。その最終巻、吉野源三郎
『君たちはどう生きるか』は「そうだ、これなんだ、こういうことを教え
て欲しかったんだ」と、女学生になった楠の魂を揺すぶる一冊となった。
こうして本の楽しさに開眼した楠は、終戦後に本好きの友人にも恵まれ、
山梨師範学校の図書室へ足繁く通うことになった。また、アルバイトとし
て県立図書館の書庫の整理を行い、本に囲まれ本の魅力を心ゆくまで味わ
う日々を送っていた。後に、文庫活動を開始して最初に思ったのは「お父
さんの子なんだ私は。子どもは自分の子だけとは思えない。これは教師の
血だ｣、そう楠は話す。
2．2文庫の独自性
「第3回全国子どもの本と児童文化講座」に参加した後、楠の意欲的な
文庫活動が続いた。開設1年にしてすぐに本が足りない状況になった。子
どもや大人の口コミから利用者は増え続け、小さな青沼文庫には40～50人
の利用者が訪れ、協力者から寄付された200冊程度の本では子どもたちの
要求に応えられなくなっていた。県立図書館職員浅川玲子との出会いから、
図書館の団体貸し出しの制度を知り、県立、市立両図書館それぞれから
1ヶ月に40冊の貸し出しを受けた。この40冊の本を自転車に積み、毎月両
図書館へ取り換えに行く作業を楠は、「年の暮れの雑踏の中を、全神経を
集中して自転車を走らせる時には、何でこんな仕事を始めてしまったのか
と思ったりもした」と懐かしく振り返る。
図書の貸し出しの他に、読み聞かせ、親子読書、おもちゃ作り、紙芝居、
文集作り、さらにハイキングなど楽しい催しも行った。催しのやり方につ
いては、「子どもの本」と名の付く研修会に片っ端から参加してアイディ
(48）
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アやヒントを学んだ。企画はメンバーが月1回の会議を開いて練り上げた。
翌1972（昭和47）年には、それまでの活動内容を甲府市で開催された第
21次日教組全国教育研究集会で発表することになった。この会に向けて、
母親の代表の楠と、教師代表の横森サチ子、図書館職員浅川玲子の三者の
交わりをもとに「山梨子どもの本研究会」を発足させた（1972年)｡
しかし、この研究会で研修を重ねていく中で、楠には一つの疑問が生じ
た。会員のほとんどは小学校の教師のため、学級活動と読書に関する話題
も多かった。「子どもの本の話題に関しては共通なのだが、遊び場的な、
地域に密着した文庫の運営方法を学びたい。」楠は4年間の文庫活動を経
て、自らの文庫観を確立しつつあった。「紙芝居、折り紙、これがあるか
らいいんだよなぁ｡」という子どもたちの声に楠は耳を深く傾けていた。
また、「文庫の子どもたちや親と歩いて、遊んで、食事作りをして、風を
感じて本を読む」武田神社や善光寺へのハイキングで見せた子どもたちの
表情から、「子どもの成長に遊びは不可欠。その遊びの一つに読書は位置
づく。文庫は本を仲立ちとした楽しみの場所」と考えるようになっていた。
それに加えて、「山梨子どもの本研究会」は働く女性（教師、保育士）
が多く参加するので夜間に開催されることが多く、家庭の主婦である楠は
しだいに方向を分けていかざるを得なかった。
しかし、楠はここで研修を終えようとはしなかった。浅川と共に1975
(昭和50）年に主婦でも参加可能な「山梨子どもの本をひろめる会」を発
足した。山梨県立図書館や県立ボランティアセンターを会場に、本の感想
を語り合ったり、紙芝居の枠作りや手作り絵本の作り方、折り染めなどを
学んだ。ここで学び得た知識や技術は、文庫の子どもたちに「読書はあそ
びの一つ。だから楽しいことが一番」という光になって降り注いだ。それ
以前にも青沼文庫利用に関する親の意見として、「子どもが楽しみにして
いる」ことや「文庫を通して自分と同じ本を友達も読んでいるという喜
(49）
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（26）
び」を子どもが持っていると記されているが、青沼文庫は単に読書の場
にとどまらず、子ども同士や大人の結びを育み、本を仲立ちとした楽しみ
の場所としてそれ以後一層位置付けられていった。
楠の主体的な文庫活動が発展していく陰には、一坪図書館運動をきっか
けに結ばれた甲府市立図書館と、楠をはじめ自発的に文庫を始めた甲府の
文庫人との連携がある。
（27）
「その運動に賛同しながらも、あくまで市民の自発的な意志を尊重」
した甲府市立図書館は、一坪図書館運動にとらわれず、住民の意志を最優
先した文庫活動を保障していった。まず市立図書館が市内の文庫に300冊
の配本を行うようになった。楠はその時の喜びを語る。
これでもう、毎月重い本を持って、図書館へ通わなくてもすむと思
（28）
うと、ほんとうに嬉しかったものです。
甲府市立図書館と甲府市の文庫は1975（昭和50）年11月に「甲府市読書
推進連絡協議会」を発足させた。当初、文庫の代表者、小中学校の教師、
読書グループの代表の参加による研修や情報交換が主な活動だったが、文
庫の代表者たちは補助金や配本に関する陳情、請願提出なども行った。そ
の結果、連絡協議会への補助金の交付が可能になった。また、配本数も増
加し、看板・書棚の貸与が受けられるようになった。さらに、図書館行政
の改善の一翼を促した。つまり、連絡協議会を軸として文庫活動が活発に
行われたことが行政の意識を改革して図書館の必要性を認識させた。連絡
協議会に所属し、文庫と文庫の間、文庫と図書館の間に互いに補い合う関
係が成立し、楠の文庫活動は一層の広がりを見せた。1983（昭和58）年
｢甲府文庫連絡会」と改称し、その後も積極的な活動を続けた。かつて
｢頼るものは『子どものしあわせ』1冊の本だけだった」楠の文庫活動は
(卯）
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こうして力強い連携を得ることになった。
「甲府文庫連絡会」発足による各文庫間、また文庫と図書館間の連携の
中で子どもと共に文庫活動をすすめていった楠は、図書館の役割．重要性
を切実に感じていくことになる。県内外の先進図書館見学と、『市民の図
（29）
書館』からの学びを重ねた楠は、「親しみやすい素敵な建物、そして熱心
な職員、選書のよさ、見るほどに聞くほどに甲府にもこんな図書館を」と
願い、利用者と職員が心を開いて交流しあうことで、図書館は成長してい
くものであるので、「利用者としての自分たちの責任の重さを考えさせら
（30）
れた」と述べる。図書館の役割の大きさを痛感すると同時に、文庫の独
自性についても意識するようになっていった。「文庫は単なる公共図書館
設立のためのステップではありません。文庫が発展したものが図書館でも
ありません。子どもたちのためによりよく文庫活動を進めるために図書館
に援助してもらう、こういうことでしょう｡」37年間の文庫活動を振り返
りながら楠はこう話したが、文庫の独自性について楠に確信を与えた1冊
がある。それは横浜で文庫活動を行う児童文学作家長崎源之助の『本のあ
る遊び場』である。そこには、遊びの中でこそ子どもに本を出会わせてや
る、読書を楽しむということも子どもにとっては遊びそのものでありたい、
という長崎の考えが記されていた。それは、かつて楠がおぼろげながら気
づいていた「文庫は本を仲立ちにした楽しい場所」という文庫観を確固た
るものにした。読書を特別なものとして扱うのではなく、子どもの文化の
一つとして捉えたい。限られた人数を対象にした親密感のもとに営まれる
｢本のある遊び場」という観点は、図書館に代わることのできない独自の
文庫観であった。
もちろん文庫活動の中でも特に重要な仕事である選書も、文庫の独自性
を生かし、遊び場であり限られた人数を対象にしていることが可能にした
方法がとられた。文庫連絡会での情報交換や子どもの本の研究団体が作成
(5Z)
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する本のリストを多数学び、それをもとに選書するが、楠にとっては「紹
介される素晴らしい本を選ぶことは大前提であるが、何よりこの地域の子
どもにとって今楽しめる本は何か」が重要だった。「岩波子どもの本はす
ばらしいが、この地域の今のこの子たちには少々むずかしいかな」と、限
りある資金の中で、青沼文庫を訪れる目の前の子どもたちが楽しめる本を
選定しようと心を砕いた。
「文庫というものはむしろ読書の施設としてだけ捉えるのではなく、児
（31）
童文化全般の中で考えていかないといけないのではないか」という言葉
に触発されるかのように、楠はそれ以降「子ども劇場｣、「甲府市の新しい
図書館を考える会」（1988年）などを発足させ、文庫活動を一層発展させ
ていった。子どもたちのためにと始められた楠の文庫活動は1999年（平成
11年）からはその舞台を病院の小児病棟の一室に移し、「本のある遊び場」
は37年間その灯りを燈し続けている。
まとめ
楠は自分のことを、本の専門家でも教育の専門家でもない「一介の主婦」
と言う。その「一介の主婦」がどうして文庫活動を37年間も続けることが
できたのか。ボランティアとして子どものために37年間継続し得る源はど
こにあるのか。資料研究、聞き取りをとおして気づいたことが二つある。
一つは､子どもの読み物まで軍国主義一色に塗りつぶされた時代に、幼
少年期を送ったこと。友情、正義までが歪められ、真実を知る手段を持ち
得ない、自由が著しく制限されていた時代を経験した楠は、かつて楠の父
親が楠に手渡したように、どんな時代にあっても貫かれるべき人間愛、良
心、自由があることを子どもに伝える重要性を身を持って知る人物であっ
た。このことが楠の子どものしあわせの主体的追求を推し進めた原動力と
なっていたといえる。
(〃）
山梨における文庫活動（伊東）
もう一つは、純粋に子どもが好き、本が好きであったこと。つまり誰の
指示でもない、自発的な活動であったこと。読書そのものを尊び、子ども
を本好きに教育しようとか、社会的評価にとらわれたりするのでない、見
返りを考えない無償の子ども愛に支えられていた。それは、「文庫は本の
ある楽しい場所」という楠の文庫観の構築に証明される。これは、まさに
公共図書館に対する文庫活動の独自性の発見ともいえる。
長い年月の中で様々な困難は当然あったのだろうが、聞き取りの最中も
楠はほとんどそれらを言葉にしなかった。おそらく義務感からでなく、子
どもが好き、本が好きで行われた活動であるので、困難を困難として意識
しなかったのではないかと思われる。たとえ困難に出会っても、子どもの
しあわせを願う気持ちが創意工夫や独創性を呼び起こし、困難を容易に乗
り越えさせたのだろう。
無償の愛ではあるが、楠には文庫を通して知り合った人々と時間を共有
することによって、絶え間のない自己変革がもたらされた。それは楠がす
べての子どもたちのために始めた青沼文庫の活動から生まれて発展していっ
た文化活動や、甲府市の図書館づくりへの提言、そして現在の病院文庫で
の実践の軌跡が物語っている。
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